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つ
な
ぎ
あ
っ
て
元
気
に
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大
牟
田
中
央
小
学
校
ス
タ
ー
ト

４
月
、
上
官
小
学
校
と
大
牟
田
小
学
校

が
合
併
し
、
大
牟
田
中
央
小
学
校
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

大
正
２
年
に
、
第
五
大
牟
田
尋
常
小
学

校
と
し
て
開
校
し
た
上
官
小
学
校
は
１
０

４
年
、
旧
不
知
火
小
と
旧
笹
林
小
が
合
併

し
て
昭
和
５
８
年
に
開
校
し
た
大
牟
田
小

学
校
は
３
０
年
の
歴
史
に
幕
を
降
ろ
す
こ

と
に
な
り
、
３
月
２
４
日
に
は
上
官
小
、

２
５
日
に
は
大
牟
田
小
で
閉
校
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

３月２４日 上官小学校閉校式
式典後、子ども達によるアトラクション、
学年毎に歌や合奏等の発表、締めくくり
は全校児童１１０人で合唱、思い出の詰
まった学校に別れを告げました

～
福
島
原
発
事
故
か
ら
５
年
～

福
島
に
祈
り
を
・
・

「
い
の
ち
を
想
う

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

イ
ン

大
牟
田
」
が
築
町
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

～
美
し
い
賛
美
歌
、
心
に
し
み
る
福
島
の
詩
の
朗
読
、

そ
し
て
、
力
強
い
演
奏
と
歌
声
～

竹
灯
籠
の
優
し
い
灯
り
の
中
、

犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
鎮
魂

の
想
い
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
避
難

生
活
を
送
っ
て
お
ら
れ
る
被
災
地

へ
の
エ
ー
ル
を
、
五
月
橋
か
ら
、

東
北
に
、
そ
し
て
福
島
の
皆
さ
ん

に
発
信
し
ま
し
た
。

私
は
、
福
島
の
武
藤
類
子
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
放
射
線
量
が
下

が
り
き
っ
て
い
な
い
中
で
の
急
が
せ
ら
れ
る
帰
還
、
賠

償
の
打
ち
切
り
、
増
え
続
け
る
子
ど
も
の
甲
状
腺
癌
、

新
た
に
振
り
ま
か
れ
て
い
る
放
射
線
安
全
神
話
、
先
の

見
え
な
い
原
発
廃
炉
作
業
、
過
酷
な
被
曝
労
働
に
従
事

す
る
作
業
員
は
１
日
に
７
０
０
０
人
‥
」
類
子
さ
ん
の

怒
り
と
悲
し
み
が
い
っ
ぱ
い
の
文
章
を
読
み
な
が
ら
、

人
を
人
と
も
思
わ
な
い
政
治
に
‥

今
で
も
続
く
フ
ク

シ
マ
の
苦
し
み
に
‥

胸
が
痛
く
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
次
の
こ
と
ば
に
元
気
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
ど
ん
な
状
況
で
も
‥
つ
な
が
り
、
諦
め
る
こ
と
な
く
、

一
人
ひ
と
り
が
出
来
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う

２
０
１
６
・
３
・
１
１

福
島
よ
り

武
藤
類
子
」
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困りごと・わからないこと
市政相談お待ちしています

母
と
女
性
教
職
員
の
会

陳
情

２
月
１
５
日
、
母
と
女
性
教
職
員
の
会

の
皆
さ
ん
と
、
市
長
・
教
育
長
陳
情
を
行

い
ま
し
た
。
子
育
て
や
教
育
環
境
の
充
実

を
願
っ
て
、
２
１
０
５
筆
の
署
名
と
共
に

陳
情
書
を
中
尾
市
長
と
安
田
教
育
長
に
直

接
お
渡
し
し
た
後
、
自
由
な
意
見
交
換
の

時
間
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
や

先
生
か
ら
は
、
校
舎
の
問
題
、
特
別
支
援

員
の
増
員
、
不
登
校
の
悩
み
な
ど
様
々
な
課
題
や
悩
み
が
伝
え

ら
れ
、
市
長
、
教
育
長
に
は
し
っ
か
り
話
を
受
け
止
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
当
時
４
校
区
し
か
な
か
っ
た
学
童
の
増
設
を
訴

え
て
、
先
輩
の
江
崎
ア
ツ
子
先
生
が
始
め
ら
れ
た
こ
の
陳
情
は

２
０
年
以
上
続
け
ら
れ
て
お
り
、
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

炭
鉱
労
働
の
歴
史
・

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

２
月
２
０
日
、
冬
の
人
権
連
続
講
座

世
界
文
化
遺
産
で
注
目
さ
れ
て
い
る
三
池

炭
鉱
で
厳
し
い
労
働
に
従
事
し
た
人
々(

囚

人
労
働
、
外
国
人
労
働
）
に
つ
い
て
学
ぶ

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
し
ま
し
た
。

三
池
集
治
監(

刑
務
所)

跡
→
解
脱
塔
（
囚

人
墓
地
）
→
馬
渡
記
念
碑
→
宮
原
坑
の
コ

ー
ス
で
す
。
市
内
外
か
ら
大
勢
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
や
は
り
世
界
遺
産
効
果
で
し
ょ
う
か
。
馬
渡
記

念
碑
前
で
は
、
社
宅
の
壁
書
き
の
発
見
者
、
在
日
コ
リ
ア
ン
２

世
の
ぺ
・
ト
ン
ノ
ク
さ
ん
が
待
っ
て
お
ら
れ
、
当
時
の
ご
苦
労

等
、
様
々
な
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
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(４)ことばの教室
通級教室の一つ「ことばの教室」は、設置から

約２０年が経過しており、発音や聞こえなどに不
安のある児童の教室として支援にあたり成果をあ

げてきました。しかし、担当教員が数年で変わり、
経験の継承、人員体制などの課題があります。他
市では、ニーズに応じて教室が増設され、課題が

解消されています。本市では、1教室のままなの
は周知不足があるのではないかとして改善を求め

ました。また、他市で行われいる「幼児のことば
の教室」の必要性も訴え、設置を要望しました。

２．平和の問題について
(１)核兵器廃絶平和都市宣言30周年事業

昨年は、あらゆる核兵器の廃絶と恒久平和の実
現を願って、本市が核兵器廃絶平和都市宣言をし

てから３０年の節目の年でした。記念事業「平和
のつどい」が行われ、ほかにも様々な取り
組みが行われたことは大変意義深いことだ

ったと思います。その取り組みの総括を尋
ね、今後の事業継続を求めました。

(２)本市の平和教育とユネスコスクール
ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）は先の

大戦後、教育や文化の振興を通じて、戦争の悲劇
を繰り返さないとの理念により設立されました。

ユネスコスクールの取り組みを通して子
ども達に託す思いについて尋ね、理念の
共有化と取り組みの充実を求めました。

(３)佐賀空港へのオスプレイ配備
県が設置する「佐賀空港へのオスプレイ等の配

備計画に係る情報連絡会」の呼びかけに、みやま

市、柳川市、大川市は参加しているのに、本市は
未参加です。経緯を尋ね、いち早い情報把握のた
めに参加を要望しました。

３．世界遺産登録と炭鉱労働の歴史
(１)石炭産業を支えた人々に着目した学習

世界遺産登録され、三池炭鉱で働いた人の歴史
への関心も高まっています。市民が我が町の歴史

を知ると共に、遠方からのリピーターとしての来
訪者増のためにも、近代化産業遺産の施設だけで

なく、働いてきた人に注目した企画を考え、広く
発信してはどうかと提案しました。

１．困難を抱える子どもの支援

中尾新市長は、地域の総合力を高めるため

には、子育て支援や教育の充実に取り組まな

ければならないとして、次期総合計画「まち

づくり総合プラン」や新年度予算の中にも様

々にその想いを盛り込まれました。

しかし、全国的にも報道されているように、

現状は厳しい状況の子ども達がたくさんおり、

本市も例外ではありません。少子化・人口減

少が大きな課題になっていますが、せっかく

生を受け、育っている子ども達が、それぞれ

の個性や能力を発揮し、ふるさと大牟田で健

やかに育つことが出来るような環境作り、施

策・事業の推進、予算の確保を、さらに求め

ていきたいと思います。

そのような観点から、困難を抱える子ども

の問題について、今回は、発達支援の問題を

中心に取り上げました。

(１)特別支援教育とインクルーシブ教育
インクルーシブ教育、つまり、共生（共に生

きる）社会の形成に向けた教育の理念に沿って、
特別支援教育が充実されるよう求めました。今

年4月に、障がい者差別解消法が施行され、さ

らに教育の役割が重要になると考えています。

(２)発達障がいへの理解と啓発
自閉症、学習障がいなどの言葉は知られてき

ました。しかし、その発達の特性については、

まだ十分理解が進んでいるとは言えません。そ

の結果、「親の育て方が悪い、わがまま」など

と、周りの無理解で苦しんだり、自信をなくす、、

学ばなくなる、いじめられる、不登校になるな

ど、いわゆる二次障がいにつながったりするこ

とや、保護者が、子どもを追い詰めたり、発達
障がいの相談をためらったりするなどの状況も

あります。特性に合わせた支援へと早期につな

げられるよう、さらなる市民周知を求めました。

(３)早期の発達支援
子どもの発達に不安を感じたとき、身近に専

門性の高い、相談しやすい場があることが大切

です。常時の相談や支援の拠点としての発達支

援のセンターが必要として、久留米の取り組み

を紹介し、本市も設置するよう求めました。
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